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ス
ペ
シ
ャ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 「

子
ど
も
の
た
め
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
コ

ン
サ
ー
ト
～
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で

聴
く
動
物
と
音
楽
～
」
（
「
子
ど
も

の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
」

第
四
十
六
回
）
を
二
月
二
十
五
日

（
土
）
、
本
学
講
堂
で
開
催
し
ま
し

た
（
十
四
時
開
演
、
来
場
者
数
・
子

ど
も
二
百
五
十
名
、
大
人
二
百
六
十

六
名
、
計
五
百
十
六
名
）
。 

 

こ
れ
は
、
二
〇
〇
二
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た
「
子
ど
も
の
た
め
の
コ
ン
サ

ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
」
が
開
設
十
五
周

年
を
迎
え
た

の
を
記
念
し

て
行
わ
れ
た

「
十
五
周
年

記
念
特
別
コ

ン
サ
ー
ト
」
で
、

本
シ
リ
ー
ズ

初
の
室
内
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ

の
出
演
に
よ
っ
て
、
サ
ン
＝
サ
ー
ン

ス
の
組
曲
《
動
物
の
謝
肉
祭
》
を
中

心
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
謝
肉
祭
の

期
間
中
（
今
年
は
二
月
二
十
三
日
か

ら
二
十
八
日
ま
で
）
に
演
奏
す
る
と

い
う
形
で
企
画
し
た
も
の
で
す
。 

 

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
に
編
成

さ
れ
た
「
十
五
周
年
記
念
ス
ペ
シ
ャ

ル
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
は
、
本
学

音
楽
学
部
の
教
員
（
辻
井
淳
）
と
非

常
勤
講
師
（
菊
本
恭
子
、
蔭
山
晶
子
、

小
西
朋
子
、
大
浦
春
菜
）
か
ら
卒
業

生
（
土
井
麻
莉
、
西
脇
恭
子
）
、
院

生
（
田
中
佑
奈
、
岩
井
香
那
、
樋
口

成
香
、
山
田
り
さ
）
、
学
部
生
（
薮

内
弥
侑
、
橋
本
詩
織
、
金
丸
史
奈
、

池
上
夏
帆
、
前
田
紗
希
）
、
さ
ら
に

は
他
学
部
生
（
藤
井
さ
く
ら
）
に
及

ぶ
多
彩
な
顔
ぶ

れ
の
奏
者
十
七

人
に
よ
る
も
の

で
、
指
揮
は
ザ

ビ
エ
ル
・
ラ
ッ

ク
専
任
講
師
で

す
。
こ
れ
に
、

司
会
と
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
担
当

と
し
て
「
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
く
れ

よ
ん
」
の
院
生

四
名
（
樋
口
成

香
、
田
中
佑
奈
、

丹
野
桃
子
、
和

田
悠
加
）
が
加
わ
り
ま
し
た
（
敬
称

略
、
詳
細
は
別
表
の
出
演
者
一
覧
を

参
照
）
。 

 

コ
ン
サ
ー
ト
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゼ
ー
作
曲
の
オ
ペ

ラ
《
カ
ル
メ
ン
》
か
ら
間
奏
曲
で
す
。

弦
楽
五
部
と
ピ
ッ
コ
ロ
、
フ
ル
ー
ト
、

コ
ー
ル
・
ア
ン
グ
レ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、
ピ
ア
ノ
の
編
成

（
ザ
ビ
エ
ル
・
ラ
ッ
ク
編
曲
）
で
演

奏
し
ま
し
た
。 

 

司
会
の
二

名
（
丹
野
桃

子
、
和
田
悠

加
）
が
登
場

し
て
演
奏
会
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の
趣
旨
を
簡

潔
に
述
べ
た

後
、
演
奏
楽
器

の
紹
介
を
行

い
ま
し
た
。
楽

器
名
を
呼
ば

れ
た
奏
者
が

次
々
に
立
ち

上
が
っ
て
楽
器
を
高
く
掲
げ
、
最
後

に
指
揮
者
が
紹
介
さ
れ
る
と
会
場
か

ら
笑
い
と
ど
よ
め
き
が
起
こ
り
ま
し

た
。 

 

謝
肉
祭
が
ど
ん
な
行
事
か
を
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
か
ら
、
組
曲
《
動

物
の
謝
肉
祭
》
を
楽
し
く
聴
く
た
め

の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
曲

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
隠
れ
て
い
る
こ
と

を
、
実
演
を
交
え
て
説
明
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
（
一
）
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク

の
オ
ペ
レ
ッ
タ
《
天
国
と
地
獄
》
序

曲
を
、
普
通
の
速
い
テ
ン
ポ
と
ゆ
っ

く
り
の
（
組
曲
中
の
〈
亀
〉
の
）
テ

ン
ポ
の
二
種
類
で
聴
き
比
べ
、
次
に
、

（
二
）
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
オ
ペ

ラ
《
真
夏
の
夜
の
夢
》
の
ス
ケ
ル
ツ

ォ
を
、
ま
ず
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
フ
ル

ー
ト
、
続
い
て
（
組
曲
中
の
〈
象
〉

の
）
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
演
奏
で
聴
き

比
べ
、
最
後
に
、
（
三
）
サ
ン
＝
サ

ー
ン
ス
の
《
死
の
舞
踏
》
と
フ
ラ
ン

ス
民
謡
〈
キ
ラ
キ
ラ
星
〉
の
二
つ
を

演
奏
し
て
、
こ
の
二
つ
が
同
じ
曲
の

中
で
出
て
く
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。 

そ
の
上
で
、
「
動
物
た
ち
を
ど
ん
な

音
で
、
ど
ん
な
リ
ズ
ム
や
動
き
で
表

現
し
て
い
る
の
か
、
考
え
な
が
ら
聴

い
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
て

演
奏
に
移
り
ま
し
た
。 

 

前
半
の
メ
イ
ン
曲
は
カ
ミ
ー
ユ
・

サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
作
曲
の
組
曲
《
動

物
の
謝
肉
祭
》
で
、
こ
れ
を
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
折

紙
の
映
像
つ

き
で
上
演
し

ま
し
た
。
折

紙
制
作
は
、

立
石
浩
一
氏

（
本
学
文
学

部
英
文
学
科
教
授
、
日
本
折
紙
学
会

評
議
員
）
で
す
。 

〈
序
奏
と
百
獣
の
王
ラ
イ
オ
ン
〉
か

ら
〈
お
ん
ど
り
と
め
ん
ど
り
〉
〈
ロ

バ
〉
〈
か
め
〉
〈
ぞ
う
〉
〈
カ
ン
ガ

ル
ー
〉
〈
水
族
館
〉
〈
耳
の
長
い
登

場
人
物
〉
と
進
み
、
〈
森
の
奥
の
カ

ッ
コ
ウ
〉
で
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
客

席
に
下
り
て
通
路
を
歩
き
な
が
ら
演

奏
し
ま
し
た
。

フ
ル
ー
ト
の

活
躍
す
る
〈
鳥

の
か
ご
〉
に
続

い
て
、
〈
ピ
ア

ニ
ス
ト
〉
で
は

ピ
ア
ノ
の
二

人
（
大
浦
春
菜
、
西
脇
恭
子
）
の
下

手
振
り
に
指
揮
者
が
ず
っ
こ
け
る
ほ

ど
。
硬
質
の
〈
化
石
〉
、
優
雅
な
〈
白

鳥
〉
に
続
い
て
、
華
や
か
な
〈
終
曲
〉

を
迎
え
ま
し
た
。 

 

十
五
分
間
の
休
憩
を
挟
ん
で
、
後

半
は
セ
ル
ゲ
イ
・
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ

作
曲
の
組
曲
《
ピ
ー
タ
ー
と
狼
》
を

ヘ
ル
ム
ー

ト
・
シ
ュ
ミ
デ

ィ
ン
ガ
ー
編

曲
版
で
演
奏

し
ま
し
た
。
楽

器
編
成
は
《
動

物
の
謝
肉
祭
》

と
同
じ
で
（
ピ
ア
ノ
は
一
台
、
演
奏

は
金
丸
史
奈
）
、
こ
ち
ら
も
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
折
紙
の
映
像
つ
き
で
す
。 

 

最
後
は
「
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ

う
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
ド
イ
ツ
民
謡

《
山
の
音
楽
家
》（
水
田
詩
仙
訳
詞
、

ザ
ビ
エ
ル
・
ラ
ッ
ク
編
曲
）
を
会
場

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
首
か
ら
メ
ダ
ル
を
下
げ
た

会
場
の
子

ど
も
た
ち

が
舞
台
に

上
が
っ
て
、

出
演
者
一

人
一
人
に

花
束
を
渡

し
て
終
演
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と
な
り
ま
し
た
。 

 

終
演
後
は
恒
例
の
楽
器
体
験
の
コ

ー
ナ
ー
で
す
。
舞
台
上
で
は
コ
ン
サ

ー
ト
・
グ
ラ
ン
ド
・
ピ
ア
ノ
と
シ
ロ

フ
ォ
ン
、
舞
台
下
で
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
、
総
務
部
前
で
チ
ェ
ロ
、
ソ
ー
ル
・

チ
ャ
ペ
ル
で
フ
ル
ー
ト
と
分
か
れ
て

子
ど
も
た
ち
が
行
列
を
作
り
、
順
番

が
来
る
と
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

な
が
ら
嬉
し
そ
う
に
音
出
し
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

会
場
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
動
物

の
雰
囲
気
が
曲
に
出
て
い
て
楽
し
か

っ
た
」
「
い
ろ
ん
な
楽
器
の
音
色
が

動
物
の
声
や
様
子
に
聴
こ
え
て
お
も

し
ろ
か
っ
た
」
「
折
紙
と
の
コ
ラ
ボ

が
よ
か
っ
た
」
「
い
ろ
い
ろ
な
動
物

が
登
場
し
、
そ
れ
を
折
紙
で
も
表
現

し
て
あ
っ
た
の
で
目
か
ら
も
楽
し
め

た
」
「
子
ど
も
向
け
に
よ
く
工
夫
さ

れ
て
い
る
企
画
」
と
い
っ
た
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
十
五
周
年
記
念
と
い
う
こ

と
で
、
事
前
に
『
「
子
ど
も
の
た
め

の
コ
ン
サ
ー

ト
・
シ
リ
ー

ズ
」
開
設
十
五

周
年
記
念
「
子

ど
も
の
た
め

の
コ
ン
サ
ー

ト
」
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
集
』
を
編
纂
・
印
刷
し
て
、
当

日
会
場
で
来
場
者
に
配
布
し
ま
し
た

（
少
し
残
部
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
の
方
は
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
）
。 

 

な
お
、
当
日
は
ベ
イ
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
取
材
が
入
り
、「
ベ

イ
コ
ム
地
元
ニ
ュ
ー
ス
」
で
三
月
四

日
か
ら
六
日
ま
で
の
三
日
間
に
十
一

回
の
放
映
（
放
映
エ
リ
ア
は
西
宮
市
、

伊
丹
市
、
尼
崎
市
、
宝
塚
市
、
川
西

市
、
お
よ
び
神
戸
市
北
区
の
一
部
）

が
行
わ
れ
た
こ
と
を
付
記
し
ま
す
。 

 

（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
長
、

津
上
智
実
） 

 

（
別
表
）
出
演
者
一
覧
（
敬
称
略
） 

 
 

指
揮
・
ザ
ビ
エ
ル 

ラ
ッ
ク
（
音
楽
学

部
専
任
講
師
、
フ
ル
ー
テ
ィ
ス
ト
） 

 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
辻
井
淳
（
音
楽
学

部
准
教
授
）
、
菊
本
恭
子
（
音
楽
学
部

非
常
勤
講
師
） 

 

ヴ
ィ
オ
ラ
・
土
井
茉
莉
（
音
楽
学
部

卒
業
生
） 

 

チ
ェ
ロ
・
藤
井
さ
く
ら
（
人
間
科
学

部
三
年
生
） 

 

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
・
薮
内
弥
侑
（
音
楽

学
部
四
年
生
、
ピ
ア
ノ
専
攻
） 

 

フ
ル
ー
ト
＋
ピ
ッ
コ
ロ
・
田
中
佑
奈

（
大
学
院
音
楽
研
究
科
一
年
生
）
、
岩

井
香
那
（
大
学
院
音
楽
研
究
科
一
年
生
）
、

橋
本
詩
織
（
音
楽
学
部
四
年
生
） 

 

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
蔭
山
晶
子
（
音
楽

学
部
非
常
勤
講
師
） 

 
オ
ー
ボ
エ
＋
コ
ー
ル
・
ア
ン
グ
レ
・

樋
口
成
香
（
大
学
院
音
楽
研
究
科
一
年

生
） 

 

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
・
小
西
朋
子
（
音
楽
学

部
非
常
勤
講
師
） 

 

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
前
田
紗
希
（
音

楽
学
部
四
年
生
） 

 

ピ
ア
ノ
・
大
浦
春
菜
（
音
楽
学
部
非

常
勤
講
師
）
、
西
脇
恭
子
（
大
学
院
音

楽
研
究
科
修
了
生
）
、
金
丸
史
奈
（
音

楽
学
部
四
年
生
） 

 

チ
ェ
レ
ス
タ
・
池
上
夏
帆
（
音
楽
学

部
四
年
生
） 

 

語
り
＋
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
山
田
り

さ
（
大
学
院
音
楽
研
究
科
一
年
生
）  

 

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
「
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
く
れ
よ
ん
」
（
樋
口
成
香
、
和
田
悠

加
、
丹
野
桃
子
、
田
中
佑
奈
、
い
ず
れ

も
大
学
院
音
楽
研
究
科
一
年
生
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
既
習
生
） 
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七
夕
コ
ン
サ
ー
ト 

 

「
子
ど
も
の
た
め
の
七
夕
コ
ン
サ

ー
ト
～
み
ん
な
で
奏
で
る
愛
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
～
」
（
「
子
ど
も
の
た
め
の

コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
」
第
四
十

七
回
）
を
七
月
一
日
（
土
）
、
本
学

講
堂
で
開
催
し
ま
し
た
（
第
一
部
十

一
時
開
演
、
第
二
部
十
五
時
開
演
、

来
場
者
数
・
第
一
部
三
百
九
十
三
名

／
第
二
部
百
三
十
二
名
、
計
五
百
二

十
五
名
）
。 

 

出
演
は
「
音
楽
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
」
履
修
生
を
中
心
に
、
ピ
ア
ノ
（
城

ケ
崎
彩
圭
、
松
本
祐
佳
、
太
田
春
菜
、

渡
部
里
紗
）
、

声
楽
（
糸
田

麻
里
絵
、
高

橋
輝
、
種
村

ひ
か
り
、
上

野
緑
）
、
フ

ル
ー
ト
（
浄

弘
知
佳
子
）

の
九
名
が

力
を
合
わ
せ
ま
し
た
。 

 

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
七
夕
の
お

話
を
軸
に
、
物
語
を
進
め
な
が
ら
曲

の
説
明
も
挟
ん
で
演
奏
に
入
る
と
い

う
形
を
と
り
ま
し
た
。 

 

開
幕
は

グ
ス
タ
ー

ヴ
・
ホ
ル
ス

ト
の
組
曲

《
惑
星
》
よ

り
〈
木
星
〉

を
二
台
ピ

ア
ノ
で
演

奏
し
、
物
語

の
舞
台
で
あ
る
星
の
世
界
へ
の
入
り

口
と
し
ま
し
た
。
挨
拶
と
趣
旨
説
明

に
続
い
て
、
七
夕
物
語
の
朗
読
が
始

ま
り
、
こ
こ
か
ら
物
語
に
沿
っ
て
進

ん
で
い
き
ま
す
。 

 

ま
ず
は
織
姫
と
彦
星
の
愛
の
語
ら

い
と
し
て
、
ゲ
オ
ル
ク
・
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
・
ヘ
ン
デ
ル
作
の
オ
ペ
ラ
《
エ

ジ
プ
ト
の
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
》

よ
り
二
重
唱
〈
愛
し
い
人
よ
！
美
し

い
人
よ
！
〉

を
演
奏
。
次

に
フ
ル
ー

ト
が
登
場

し
、
フ
ル
ー

ト
に
関
す

る
ク
イ
ズ

を
し
ま
し

た
。
三
択
式
で
手
を
上
げ
て
も
ら
い
、

豆
知
識
も
紹
介
す
る
と
会
場
か
ら
反

応
が
あ
っ
て
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。

フ
ル
ー
ト
独
奏
で
ア
ン
ト
ニ
ン
・
ド

ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
の
〈
ユ

ー
モ
レ
ス

ク
〉
を
演
奏

し
、
織
姫
と

彦
星
が
楽
し

く
過
ご
し
て

い
る
様
子
を
感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

続
い
て
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
の
〈
魔
王
〉
を
ピ
ア
ノ
連
弾
で
演

奏
し
、
仕
事
を
さ
ぼ
り
始
め
た
二
人

に
怒
っ
た
神
様
が
二
人
を
引
き
離
す

場
面
と
し
ま
し
た
。
悲
し
み
に
暮
れ

た
織
姫
が
、
神
様
に
彦
星
と
会
わ
せ

て
ほ
し
い
と
願
う
場
面
で
は
、
ソ
プ

ラ
ノ
独
唱
で
ジ
ャ
コ
モ
・
プ
ッ
チ
ー

ニ
作
の

オ
ペ
ラ

《
ジ
ャ

ン
ニ
・
ス

キ
ッ
キ
》

よ
り
〈
私

の
お
父

様
〉
を
歌
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
織

姫
の
願
い
が
届
き
、
七
夕
の
日
の
み

会
っ
て
よ
い
と
許
さ
れ
て
、
再
会
を

待
ち
望
む
様
子
を
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン

グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

作
の
オ
ペ
ラ
《
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
》

よ
り
〈
早
く
お
い
で
、
素
晴
ら
し
い

喜
び
よ
〉
の
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
で
歌
い

ま
し
た
。 

こ
こ
で
、
二
人
が
会
え
る
よ
う
に
会

場
の
お
客
様
と
協
力
し
て
川
に
星
の

橋
を
か
け
よ
う
と
い
う
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
し
ま
し
た
。
成
功
す
る
と
星
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の
橋
が
架

か
り
、
織
姫

と
彦
星
が

再
び
会
え

る
と
い
う

も
の
で
す
。

フ
ラ
ン
ス

民
謡
〈
き
ら

き
ら
星
〉
を

使
っ
て
二
つ
の
リ
ズ
ム
を
用
意
し
ま

し
た
。
織
姫
の
リ
ズ
ム
は
機
織
の
音

を
入
れ
て
「
お
り
ひ
め 

と
ん
か
ら
り

ん
」
、
彦
星
の
リ
ズ
ム
は
牛
飼
い
に

ふ
さ
わ
し
く
「
ひ
こ
ぼ
し 

モ
ー
モ

ー
」
と
し
、
こ
の
二
つ
を
会
場
全
体

で
練
習
し
た
後
、
会
場
を
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
交
互
に
叩
い
た
り
、

叩
き
な
が
ら
歌
っ
た
り
、
ま
た
一
部

と
二
部
で
難
易
度
を
変
え
る
な
ど
の

工
夫
も
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
ず
っ

と
聞
き
手
だ
っ
た
お
客
様
で
す
が
、

こ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
し
て
会

場
が
一
つ
に
な
っ
た
感
覚
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

星
の
橋
が
架
か
っ
て
二
人
が
再
会

を
果
た
す
場
面
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

映
画
《
オ
ズ
の
魔
法
使
い
》
よ
り
、

「
強
く
信
じ
れ
ば
願
い
は
叶
う
」
と

い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
、
ハ
ロ

ル
ド
・
ア
ー
レ
ン
作
曲
の
〈
虹
の
彼

方
に
〉
を
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
と
フ
ル

ー
ト
で
演

奏
。
再
会

を
喜
ぶ
二

人
を
祝
福

す
る
場
面

で
は
、
ジ

ュ
ゼ
ッ

ペ
・
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
作
の
オ
ペ
ラ
《
椿
姫
》
よ
り

〈
乾
杯
の
歌
〉
を
声
楽
四
重
唱
に
ア

レ
ン
ジ
し
て
歌
い
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
様
々
な
童
謡
を
入
れ
た

〈
童
謡
メ
ド
レ
ー
〉
（
松
尾
璃
奈
編

曲
）
で
す
。
知
っ
て
い
る
曲
は
会
場

の
お
客
様
も
一
緒
に
歌
っ
て
も
ら
う

形
式
に
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
前
に

身
体
は
楽
器
で
あ
る
と
い
う
説
明
を

し
て
か
ら

軽
く
身
体

を
ほ
ぐ
し

ま
し
た
。
メ

ド
レ
ー
の

曲
に
は
、
子

ど
も
に
馴

染
み
が
あ

る
曲
と
そ
う
で
な
い
曲
が
あ
り
、
親

子
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
た
様
子
で

し
た
。
最
後
は
下
総
皖
一
作
曲
〈
た

な
ば
た
さ
ま
〉
を
会
場
の
お
客
様
と

歌
っ
て
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

 

終
演
後
に
オ
ル
ガ
ン
、
ト
ー
ン
チ

ャ
イ
ム
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、

フ
ル
ー
ト
の
楽
器
体
験
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
テ
ー
マ
は
、

「
み
ん
な
で
奏
で
る
愛
の
ハ
ー
モ
ニ

ー
」
と
い
う
副
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
で
す
。
曲
の
説
明

の
中
で
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
は
「
心
を

合
わ
せ
て
演
奏
す
る
こ
と
」
と
噛
み

砕
い
て
説
明

し
た
り
、
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
等
を
通
し

て
会
場
の
お

客
様
と
と
も

に
ハ
ー
モ
ニ

ー
を
作
り
だ

し
た
り
、
コ

ン
サ
ー
ト
の
目
的
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。 

（
高
橋
輝
・
記
） 
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学
外
ア
ウ
ト
リ
ー
チ 

 

     

西
宮
市
立
門
戸
幼
稚
園 

 

六
月
二
日
（
金
）
十
時
十
五
分
か

ら
西
宮
市
立
門
戸
幼
稚
園(
西
宮
市

門
戸
東
町
三
の
二
十
五
、
園
長
・
阿

部
久
美
先
生)

に
て
園
児
対
象
の
「
あ

じ
さ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」(

四
十
五
分)

を
行
い
ま
し
た
（
ピ
ア
ノ
・
渡
部
里

紗
、
声
楽
・
上
野
緑
、
高
橋
輝
）
。 

 

「
一
緒
に
体
を
動
か
し
た
り
歌
っ

た
り
し
な
が
ら
音
楽
を
楽
し
む
」
こ

と
を
テ
ー
マ
に
、
ク
イ
ズ
も
交
え
て

梅
雨
の
季
節
ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

考
え
ま
し
た
。 

 

始
め
に
、
幼
稚
園
で
普
段
か
ら
歌

っ
て
い
る
と

聞
い
た
久
石

譲
の
〈
さ
ん

ぽ
〉
を
皆
で

歌
い
ま
し
た
。

思
っ
て
い
た

よ
り
も
ず
っ

と
元
気
に
園

児
た
ち
が
歌

っ
て
く
れ
て
、

私
た
ち
も
う

れ
し
か
っ
た

で
す
。 

 

演
奏
者
の

紹
介
を
し
た

後
、
ピ
ア
ノ

の
鍵
盤
の
数
で
ク
イ
ズ
を
し
ま
し
た
。

一
鍵
ず
つ
弾
い
て
見
せ
る
と
み
ん
な

一
生
懸
命
聴
い
て
く
れ
て
、
三
択
か

ら
答
え
を
選
ん
で
手
を
挙
げ
て
く
れ

ま
し
た
。
楽
器
紹
介
に
続
い
て
、
ピ

ア
ノ
独
奏
で
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
作
曲

〈
音
の
絵
の
エ
チ
ュ
ー
ド
〉
を
演
奏
。

園
児
に
は
む
ず
し
い
か
も
し
れ
な
い

と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
集
中
し

て
聴
い
て
く
れ
ま
し
た
。
続
い
て
木

下
牧
子
作
曲
〈
風
を
見
た
人
〉
を
独

唱
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
も
聴
き
入

っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

中
山
晋
平
作
曲
〈
あ
め
ふ
り
〉
で

は
、
ま
ず
は
小
さ
な
声
で
、
次
に
大

き
な
声
で
と
強
弱
の
変
化
を
つ
け
な

が
ら
歌
っ
て
、
一
緒
に
音
楽
を
楽
し

み
ま
し
た
。 

 

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
フ
ラ
ン

ス
民
謡
〈
き
ら
き
ら
星
〉
で
リ
ズ
ム

遊
び
を
し
ま
し
た
。
少
し
む
ず
か
し

い
リ
ズ
ム
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
が
、
園
児
た
ち
も
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。 

 

ロ
ッ
シ
ー
ニ
作
曲
〈
猫
の
二
重
唱
〉

で
は
、
小
道
具
を
使
っ
て
雨
の
日
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
演
出
し
ま
し
た
。 

 

皆
で
体
を
ほ
ぐ
す
体
操
を
し
て
か

ら
、
童
謡
の
〈
か
た
つ
む
り
〉
を
一

緒
に
歌
い
、
用
意
し
て
い
た
虹
の
絵

を
披
露
し
て
、

坂
田
修
作
曲

〈
に
じ
の
む

こ
う
に
〉
を

歌
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、

や
な
せ
た
か

し
作
曲
〈
手

の
ひ
ら
を
太
陽
に
〉
を
会
場
の
皆
で

一
緒
に
歌
っ

て
、
盛
り
上
が

っ
て
終
え
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

私
た
ち
の

今
年
度
初
め

て
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
実
習
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
が
別
れ
際
に
「
ま
た
来

て
ね
！
」
と
言
っ
て
く
れ
て
と
て
も

う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

子
ど
も
の

パ
ワ
ー
と

音
楽
の
パ

ワ
ー
を
改

め
て
感
じ

る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
渡
部
里
紗
・
記
） 
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昨
年
度
の
学
外
ア
ウ
ト
リ
ー
チ 

 

  
 
 

 

大
阪
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

 

三
月
六
日
（
月
）
十
四
時
半
か
ら

大
阪
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
（
大

阪
市
都
島
区
都
島
本
通
二
の
十
三
の

二
十
二
）
の
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
「
ス

プ
リ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
～
桜
色
の

訪
れ
～
」
（
四
十
五
分
）
を
行
い
ま

し
た
（
声
楽
・
荒
木
こ
の
美
、
作
曲
・

信
田
亜
美
、
ピ
ア
ノ
・
金
丸
史
奈
、

森
口
真
美)

。 

 

「
桜
色
の
訪
れ
」
を
テ
ー
マ
に
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
春
に
ち
な
ん
だ
曲

を
中
心
に
、
馴
染
み
深
い
曲
を
多
く

取
り
上
げ
ま
し
た
。 

オ
ー
プ
ニ

ン
グ
は
、
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ

ー
作
曲
〈
花
の

ワ
ル
ツ
〉
（
ピ

ア
ノ
連
弾
）
で

す
。
続
い
て
、

ジ
ャ
コ
モ
・
プ
ッ
チ
ー
ニ
作
曲
〈
私

の
大
好
き
な
お
父
さ
ん
〉
（
ソ
プ
ラ

ノ
、
ピ
ア
ノ
）
、
シ
ョ
パ
ン
作
曲
〈
子

犬
の
ワ
ル
ツ
〉
（
ピ
ア
ノ
独
奏
）
を

演
奏
し
、
歌
と
ピ
ア
ノ
の
音
色
を
楽

し
ん
で
頂
き

ま
し
た
。
次

に
、
鈴
木
邦

彦
作
曲
〈
語

り
合
お
う
〉

（
合
唱
）
を

出
演
者
全
員

で
歌
い
、
す
て
き
な
歌
詞
の
歌
を
お

届
け
し
ま
し
た
。 

こ
こ
で
参
加
型
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
と
し
て
、
久
石
譲
作
曲
〈
さ
ん
ぽ
〉

で
皆
様
と
一

緒
に
身
体
を

動
か
し
ま
し

た
。
動
き
を
む

ず
か
し
目
に

設
定
し
ま
し

た
が
、
皆
様
が

必
死
に
、
し
か

し
楽
し
そ

う
に
動
き

を
真
似
し

て
下
さ
っ

て
、
場
が

盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

次
は
、

小
林
秀
雄
作
曲
〈
す
て
き
な
春
に
〉

（
ソ
プ
ラ
ノ
、
ピ
ア
ノ
）
で
、
初
恋

の
揺
れ
動
く
気
持
ち
を
感
じ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
こ
の
曲
が
ド
ラ
マ
テ
ィ

ッ
ク
に
終
わ
っ
た
後
、
対
照
的
な
シ

ュ
ー
マ
ン
作
曲
〈
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ
〉

（
ピ
ア
ノ
独
奏
）
の
演
奏
で
、
会
場

が
一
気
に
し
っ
と
り
と
和
や
か
に
な

り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
荒
木
こ
の
美
編
曲
の
〈
春

メ
ド
レ
ー
〉
は
、
冒
頭
で
演
奏
し
た

〈
花
の
ワ
ル
ツ
〉
を
下
敷
き
に
し
た

前
奏
か
ら
始
ま
り
、
〈
春
の
小
川
〉

〈
春
が
来
た
〉
〈
朧
月
夜
〉
〈
花
〉

の
四
つ
の
童
謡
を
メ
ド
レ
ー
に
仕
立

て
た
も
の
で
す
。
皆
様
と
一
緒
に
元

気
よ
く
歌
う
こ
と
が
で
き
て
、
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。 

最
後
に
、
中
村
八
大
作
曲
〈
上
を

向
い
て
歩
こ
う
〉
を
皆
様
と
一
緒
に

歌
い
ま
し
た
。 

ア
ン
コ
ー
ル
と
し
て
、
角
野
寿

和
・
青
葉
紘
季
作
曲
〈
三
百
六
十
五

日
の
紙
飛
行
機
〉
を
歌
い
ま
し
た
。

朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
さ
が
来

た
」
の
主

題
歌
だ
っ

た
の
で
、

皆
様
が
口

ず
さ
ん
で

下
さ
り
、

中
に
は
涙

ぐ
む
人
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

本
当
に
人
の
温
か
み
を
感
じ
て
、

充
実
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
な
り
ま

し
た
。 

（
森
口
真
美
・
記
） 
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刀
根
山
病
院 

 
三
月
九
日
（
木
）
午
後
二
時
か
ら

国
立
療
養
機
構
刀
根
山
病
院
の
Ｂ
棟

一
階
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
て
「
春
ら
ん

ま
ん
コ
ン
サ
ー
ト
」
（
六
十
分
） 

を
行
い
ま
し
た
（
フ
ル
ー
ト
・
金
木

志
織
、
声
楽 

編
曲
・
荒
木
こ
の
美
、

ピ
ア
ノ
・
金
丸
史
奈
、
森
口
真
美
、

上
田
仁
美
、
中
ま
ゆ
り
）
。 

 

今
回
の
テ
ー
マ
の
「
春
ら
ん
ま
ん
」

を
念
頭
に
、
あ

た
た
か
な
雰

囲
気
を
感
じ

て
頂
け
る
よ

う
皆
で
選
曲

し
ま
し
た
。 

ま
ず
、
シ
ョ

パ
ン
作
曲
〈
子

犬
の
ワ
ル
ツ
〉
（
ピ
ア
ノ
独
奏
）
で

軽
や
か
に
始
ま
り
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ

ー
ン
作
曲
〈
春
の
歌
〉
（
フ
ル
ー
ト
、

ピ
ア
ノ
）
を
フ
ル
ー
ト
の
楽
器
紹
介

を
加
え
て
演
奏
し
ま
し
た
。 

こ
こ
で

〈
ラ
ジ
オ
体

操
第
一
〉
を

Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
、

顔
を
ほ
ぐ
す

体
操
を
皆
様

と
行
い
ま
し

た
。
顔
を
動

か
し
な
が
ら

私
た
ち
や
周
り
の
方
と
顔
を
見
合
わ

せ
る
こ
と
で
お
互
い
の
距
離
感
が
少

し
近
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
上
で
平

尾
昌
晃
作
曲
〈
瀬
戸
の
花
嫁
〉
と
槇

原
敬
之
作
曲
〈
世
界
に
一
つ
だ
け
の

花
〉
を
皆
様
と
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。 

次
の
ゲ
ー
ル
作
曲
〈
蝶
々
〉
は
今

回
唯
一
の
短
調
の
曲
で
、
違
い
を
感

じ
て
頂
け
る

よ
う
演
奏
し

ま
し
た
。
続
い

て
プ
ッ
チ
ー

ニ
作
曲
の
オ

ペ
ラ
《
ジ
ャ
ン

ニ
・
ス
キ
ッ

キ
》
よ
り
〈
私

の
お
父
さ

ん
〉（
声
楽
、

ピ
ア
ノ
）
、

チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
作
曲

の
バ
レ
エ
音

楽
《
く
る
み

割
り
人
形
》
よ
り
〈
花
の
ワ
ル
ツ
〉

（
ピ
ア
ノ
連
弾
）
と
華
や
か
な
曲
で

楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。 

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
に
荒
木

こ
の
美
が
編
曲
し
た
〈
春
の
う
た
メ

ド
レ
ー
〉
で
季
節
に
ち
な
ん
だ
童
謡

を
一
緒
に
歌
っ
て
春
を
感
じ
て
頂
き
、

続
い
て
シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲
《
子
供
の

情
景
》
よ
り
〈
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ
〉
（
ピ

ア
ノ
独
奏
）
の
し
っ
と
り
と
し
た
雰

囲
気
で
会
場
が
包
ま
れ
ま
し
た
。 

 
こ
こ
で
〈
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
〉
の

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
体
操
で
す
。
意

外
と
素
早
い
振
り
付
け
に
、
そ
れ
ま

で
真
剣
に
聞
い
て
下
さ
っ
て
い
た

方
々
も
思
わ
ず
笑
顔
で
、
場
が
和
や

か
に
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
〈
ア
メ

イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
〉
（
声
楽
、

フ
ル
ー
ト
、
ピ
ア
ノ
）
を
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
で
演
奏
。
私
た
ち
の
学
び
舎
の

お
話
を
交
え
て
澤
内
崇
作
曲
の
記
念

歌
〈
ビ
ュ
ー
テ
ィ
・
ビ
カ
ム
ズ
・
ア
・

カ
レ
ッ
ジ
〉
を
出
演
者
全
員
で
演
奏

し
、
小
林
秀
雄
作
曲
〈
す
て
き
な
春

に
〉
（
声
楽
、
ピ
ア
ノ
）
を
聴
い
て

頂
き
ま
し
た
。 

 

最
後
に
中

村
八
大
作
曲

〈
上
を
向
い

て
歩
こ
う
〉

と
岡
野
貞
一

作
曲
〈
ふ
る

さ
と
〉
を
皆
様
と
一
緒
に
歌
っ
て
コ

ン
サ
ー
ト
を
終
え
ま
し
た
。 

六
十
分
と
盛
り
沢
山
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
し
た
が
、
皆
様
が
最
後
ま
で
真

剣
に
、
楽
し
そ
う
に
、
思
い
思
い
に

聴
い
て
下
さ
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
中
ま
ゆ
り
・
記
） 
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卒
業
生
の
活
動 

   

卒
業
生
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動 

 

Ｍ
一
二
〇
、
ピ
ア
ノ
専
攻 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
一
期
生 

内
藤
雪
子 

 

昨
年
十
二
月
、
〈
子
ど
も
の
た
め

の
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
〉
に

出
演
し
、
卒
業
式
で
の
演
奏
以
来
十

数
年
ぶ
り
に
神
戸
女
学
院
の
講
堂
で

演
奏
し
ま
し
た
。
母
校
で
の
コ
ン
サ

ー
ト
と
い
う
も
の
は
、
ま
る
で
過
去

に
戻
っ
た
よ
う
な
気
分
と
、
あ
の
頃

と
は
全
く
変

わ
っ
た
自
分

を
同
時
に
味

わ
う
よ
う
な

不
思
議
な
感

覚
が
あ
り
ま

し
た
。
す
ば
ら

し
い
機
会
を

頂
け
ま
し
た

こ
と
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
私
は
か

な
り
早
い
段

階
か
ら
、
学
校

の
外
で
演
奏

す
る
機
会
に

恵
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
今
回

の
文
章
を
書

く
に
あ
た
っ

て
過
去
の
コ
ン
サ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
見
直
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
病
院

や
幼
稚
園
、
小
学
校
、
美
術
館
や
図

書
館
、
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
、
個
人
の

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
パ
ー
テ
ィ
ー
や
船

上
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
・
フ
ェ
ア
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
番
組
な
ど
、
書
き
き
れ

な
い
ほ
ど
さ
ま
ざ
ま
な
シ
チ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し

て
い
た
こ
と
に
自
分
で
も
驚
き
ま
し

た
。
駆
け
出
し
の
頃
は
音
楽
高
校
の

友
人
や
先
輩
、
先
生
と
共
演
さ
せ
て

頂
く
こ
と
が
多
く
、
コ
ン
サ
ー
ト
に

必
要
な
様
々
な
ス
キ
ル
を
磨
く
よ
う

に
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
て
成
長
し

て
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
状
況
も
切
り

抜
け
ら
れ
る
技
術
の
使
い
方
を
教
え

て
下
さ
っ
て
い
る
ピ
ア
ノ
の
恩
師
に

は
い
つ
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
し
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
授
業
で
は
、
実
地

で
経
験
し
た
も
の
を
学
問
的
に
分
析

研
究
で
き
て
、
自
信
を
持
っ
て
次
の

演
奏
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

最
初
の
頃
に
最
も
戸
惑
っ
た
の
は

司
会
な
ど
の
話
術
を
磨
く
こ
と
で
す
。

ピ
ア
ノ
を
弾
く
人
は
ス
テ
ー
ジ
で
は

お
辞
儀
す

る
以
外
は

横
を
向
い

て
い
ま
す

か
ら
、
正

面
を
向
き

続
け
る
緊

張
感
に
慣

れ
る
の
に

は
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
言
葉
遣

い
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
が
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
原
稿
は

見
な
い
で
、

お
客
様
の
目

を
見
な
が
ら

四
方
に
視
線

を
送
る
こ
と

を
意
識
し
て

い
ま
す
。 

 

船
上
や
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
秒
単
位
で

演
奏
時
間
を
指
定
さ
れ
、
必
ず
演
奏

を
終
え
る
よ
う
に
と
い
う
注
文
が
あ

り
、
六
十
秒
、
九
十
秒
で
必
ず
演
奏

で
き
る
曲
を
組
み
合
わ
せ
、
時
計
を

睨
み
な
が
ら
に
こ
や
か
に
演
奏
し
た

の
は
特
別
な
経
験
で
し
た
。
日
本
の

四
季
の
映
像
に
合
わ
せ
て
《
日
本
の

四
季
メ
ド
レ
ー
》
を
演
奏
し
た
時
は
、

映
像
の
変
化
と
曲
の
移
り
変
わ
り
を

マ
ッ
チ
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
目

は
画
面
に
く
ぎ
付
け
で
手
元
を
見
る

余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
機
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会
が
あ
れ
ば
も
う
一
度
や
っ
て
み
た

い
企
画
で
す
。 

選
曲
は
コ
ン
サ
ー
ト
を
考
え
る
上

で
も
重
要
で
す
。
普
段
か
ら
よ
い
な

と
感
じ
た
曲
を
見
つ
け
る
と
す
ぐ
に

記
録
し
、
一
度
使
用
し
た
楽
譜
は
出

来
る
だ
け
保
存
す
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。
演
奏
を
聴
か
せ
ら
れ
る

曲
、
お
客
様
と
一
体
と
な
っ
て
楽
し

め
る
曲
、
小
道
具
を
使
っ
た
演
出
な

ど
に
適
し
た
曲
は
、
い
ろ
い
ろ
な
場

所
で
使
え
ま
す
。 

女
学
院
で
の
友
人
・
北
野
真
理
子

と
二
人
で
四
年
前
か
ら
始
め
た
コ
ン

サ
ー
ト
『
ト

ゥ
ジ
ュ
ー
ル 

ア
ン
サ
ン
ブ

ル
』
で
は
ピ

ア
ノ
連
弾
が

重
要
な
役
割

を
担
い
ま
す
。

昨
年
の
ク
リ

ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
で
披
露
し
た

コ
ン
プ
ト
ン
作
曲
《
チ
ョ
ッ
プ
ス
テ

ィ
ッ
ク
変
奏
曲
》
の
曲
中
で
の
パ
ー

ト
交
代
や
、
ハ
チ
ャ
ト
ゥ
リ
ア
ン
作

曲
《
剣
の
舞
》
で
の
グ
リ
ッ
サ
ン
ド

の
効
果
的
な
活
用
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

が
演
奏
中
に
行
え
る
数
少
な
い
演
出

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
な
る
の
で
重

宝
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
演
奏
を
す
る
立
場
と
し

て
最
も
重
要
な
こ
と
は
何
か
。
そ
れ

は
演
奏
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。
学
校
の
実
技
テ
ス
ト
で
弾

い
た
長
大
で
複
雑
難
解
な
曲
は
、
ご

く
一
部
の
リ
サ
イ
タ
ル
や
コ
ン
サ
ー

ト
以
外
で
は
あ
ま
り
喜
ば
れ
ま
せ
ん
。

ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
は
、
シ
ョ
パ
ン

の
《
小
犬
の
ワ
ル
ツ
》
《
幻
想
即
興

曲
》
、
リ
ス
ト
の
《
愛
の
夢
》
、
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
の
《
ト
ル
コ
マ
ー
チ
》

等
の
名
曲
中
の
名
曲
が
必
須
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
名

曲
こ
そ
本
当
に
む
ず
か
し
く
力
量
を

問
わ
れ
ま
す
。
伴
奏
も
加
え
る
と
、

コ
ー
ド
ネ
ー
ム
で
の
伴
奏
付
け
や
ア

レ
ン
ジ
す
る
能
力
、
即
興
の
移
調
技

術
も
こ
ん

な
に
重
要

に
な
る
と

は
思
っ
て

も
み
ま
せ

ん
で
し
た
。 

私
が
大

学
を
卒
業

し
た
頃
と
比
べ
る
と
、
今
は
演
奏
の

場
が
多
岐
に
わ
た
り
、
コ
ン
サ
ー
ト

の
可
能
性
は
徐
々
に
広
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
出
演
者
や
企

画
者
の
柔
軟
な
対
応
能
力
は
不
可
欠

で
す
。
音
楽
関
係
者
だ
け
で
な
く
、

お
客
様
や
主
催
者
側
の
目
線
に
も
立

っ
て
コ
ン
サ
ー
ト
企
画
を
し
て
い
け

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 大

学
卒
業
後
の
演
奏
活
動
に
お
い

て
、
「
こ
こ
か
ら
こ
っ
ち
は
普
通
の

コ
ン
サ
ー
ト
、
こ
っ
ち
は
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
」
と
い
う
境
界
線
は
あ
り
ま
せ

ん
。
場
所
、
客
層
、
状
況
を
踏
ま
え

て
い
か
に
聴
か
せ
、
参
加
し
て
も
ら

い
、
共
有
す
る
か
。
そ
れ
ら
は
コ
ン

サ
ー
ト
を
構
想
す
る
私
達
の
判
断
に

ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
楽
し
む
心

を
忘
れ
ず
、
よ
り
よ
い
コ
ン
サ
ー
ト

を
め
ざ
し
て
こ
れ
か
ら
も
進
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

私
は
、
音
楽
は
言
葉
に
で
き
な
い

気
持
ち
を
共
有
す
る
た
め
の
「
言
葉

の
な
い
言
語
」
な
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ

れ
か
ら
の
変
動
の
時
代
に
可
能
性
は

広
が
っ
て
い
く
の
だ
と
信
じ
て
い
ま

す
。 
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今
後
の
活
動 

  

第
八
回 
音
で
遊
ぼ
う
！ 

子
ど
も
の
た
め
の 

音
楽
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

  

第
八
回
「
音
で
遊
ぼ
う
！
子
ど
も

の
た
め
の
音
楽
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
を
十
月
十
四
日
（
土
）
九
時

か
ら
十
六
時
ま
で
音
楽
館
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
東
京
音
楽
大
学
と
の
連

携
事
業
の
一
環
と
し
て
、
英
国
ギ
ル

ド
ホ
ー
ル
音
楽
院
修
士
課
程
「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ス
」
修
了
生
の

三
名
を
講
師
に
招
い
て
、
学
生
・
卒

業
生
及
び
一
般
人
を
対
象
と
す
る

「
音
楽
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
特
別

研
修
」
を
十
月
十
日
（
火
）
か
ら
四

日
間
（
十
月
十
二
日
を
除
く
）
実
施

し
、
そ
の
仕
上
げ
と
し
て
最
終
日
に

近
隣
の
子
ど
も
た
ち
を
招
い
て
行
な

う
も
の
で
す
。 

今
回
は
オ
リ
ヴ
ィ
ア
・
ブ
ラ
ッ
ド

ベ
リ
ー
（
英
国
人
の
歌
手
、
作
曲
家
、

シ
ア
タ
ー
メ
イ
カ
ー
）
と
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
ア
ダ
ム
ズ
（
英
国
人
の
マ
ル
チ
・

プ
レ
イ
ヤ
ー
で
作
曲
家
）
の
二
名
を

日
本
に
招
聘
し
、
同
じ
く
同
コ
ー
ス

修
了
生
で
本
学
卒
業
生
の
東
瑛
子

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
も
加
わ
っ
て
、

三
名
で
指
導
に
当
た
り
ま
す
。 

 

二
〇
〇
七
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
音
楽
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
特
別

研
修
」
と
「
音
で
遊
ぼ
う
！
子
ど
も

の
た
め
の
音
楽
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
と
を
組
み
合
わ
せ
る
試
み
も
、

す
で
に
八
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
毎

回
楽
し
み
に
参
加
し
て
く
れ
る
子
ど

も
た
ち
も
い
て
、
定
着
し
て
き
た
こ

と
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。 

 

老
若
男
女
を
問
わ
ず
誰
も
が
持
っ

て
い
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
力
を
音

楽
に
よ
っ
て
引
き
出
し
、
共
に
構
築

し
な
が
ら
音
楽
を
生
み
出
し
て
い
く

と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
手
法
は
、

人
間
に
秘
め
ら
れ
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
力
に
対
す
る
再
発
見
と
信
頼
を

も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
関
心
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。 

  

子
ど
も
の
た
め
の 

ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト 

 

「
子
ど
も
の
た
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
・

コ
ン
サ
ー
ト
～
わ
た
し
の
ス
テ
キ
な

プ
レ
ゼ
ン
ト
～
」
（
子
ど
も
の
た
め

の
コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
第
四
十

九
回
）
を
十
二
月
九
日
（
土
）
に
講

堂
で
開
催
し
ま
す
（
十
一
時
と
十
五

時
半
開
演
の
二
回
公
演
）
。 

 

出
演
は
、
荒
木
こ
の
美
（
声
楽
）
、

市
川
真
衣
、
金
丸
史
奈
、
鹿
島
久
美

子
、
中
ま
ゆ
り
（
以
上
、
ピ
ア
ノ
）
、

岩
本
紗
綾
（
ハ
ー
プ
）
、
前
田
紗
希

（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
の
大
学
院
音

楽
研
究
科
一
年
生
七
名
で
す
。
こ
の

内
、
三
名
は
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
既
習
生
、

二
名
は
他
大
学
か
ら
の
進
学
者
で
す
。 

 

ク
リ
ス
マ
ス
に
ふ
さ
わ
し
く
、
心

か
ら
の
贈
り
物
と
し
て
歌
や
ピ
ア
ノ
、

ハ
ー
プ
や
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る

演
奏
を
子
ど
も
た
ち
の
心
に
届
け
よ

う
と
、
力
を
合
わ
せ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
練
っ
て
い
ま
す
。
演
奏
曲
目
は
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作
曲
《
く
る
み

割
り
人
形
》
よ
り
〈
花
の
ワ
ル
ツ
〉
、

マ
ス
カ
ー
ニ
〈
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
〉
、

ピ
ア
ポ
ン
ト
〈
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
〉
、

小
林
亜
星
〈
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
〉
ほ
か
の
予
定
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 

（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
長
、

津
上
智
実
） 
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◎アウトリーチ 
2017 年 19 月 29 日 （金） 西宮市鳴尾北幼稚園 
2017 年 11月 04 日 （土） 野木病院 
2017 年 11月 09 日 （木） 国立病院機構兵庫中央病院 
2017 年 12 月 15 日 （金） 雲雀丘学園小学校  
2018年 03 月         国立病院機構刀根山病院（日程調整中） 

  
◎ワークショップ 

「第８回 音で遊ぼう！子どものための音楽作りワークショップ」 
日時：2017 年 10 月 14 日 （土） 9：30～16：00 
場所：神戸女学院大学 音楽館ホール 
講師：英国ロンドン市立ギルドホール音楽院リーダーシップ専攻修了者 
対象：小学生･中学生･高校生 先着 40 名 
参加費：無料  
応募方法：アウトリーチ・センターのホームページをご覧ください。 

 
◎子どものためのコンサート・シリーズ 
「第 48回 子どものためのスペシャル・コンサート ～指揮者ってなあに？～」」 
日時：2017 年 10 月 28日 （土） 11：00 開演 ※３歳未満のお子様のご入場はご遠慮ください。 
会場：神戸女学院講堂  
出演：松浦 修 （指揮・ピアノ・お話） 
   金丸史奈、高津小百合 （ピアノ） 
   山田りさ、前田紗希、山下すみれ、山本瑞葉 （パーカッション）、高橋輝 （語り） 
入場料：大人 1000 円、子ども （３歳～19 歳） 500 円 
応募方法：アウトリーチ・センターのホームページをご覧ください。 

  
◎子どものためのコンサート・シリーズ  
「第 49 回 子どものためのクリスマス・コンサート ～わたしのステキなプレゼント～」 

日時：2017 年 12 月９日 （土）  
   第１部 11：00 開演 （年齢制限なし、未就学児対象） 
  第２部 15：30 開演 （小学生以上対象 ※未就学児のお子様は入場できません） 

会場：神戸女学院講堂 

出演：神戸女学院大学大学院音楽研究科１年生 

入場料：大人 500 円、子ども 300円 

応募方法：アウトリーチ・センターのホームページをご覧ください。 

♪今後の予定

 

 

音楽をお届けします！！ 
 

「アウトリーチ」とは、「一歩踏み出すこと」「手をさしのべること」。 

大学やホールといった従来の枠にとらわれずに、社会のさまざまな場にすてきな音楽のプログラムをお届けします。 

 

♪小中学校へ：総合的学習支援プログラムとして、  ♪病院や美術館へ：催しの趣旨に沿った手作りの音楽 

子どものための楽しい体験学習を！           プログラムを、心をこめてお届けします。 

 

お問い合わせは… 

神戸女学院大学音楽学部 アウトリーチ・センター（月～金 10：00～15：00） 

〒662-8505 西宮市岡田山 4-1   TEL: 0798-51-8584 FAX: 0798-51-8551 

E-mail：outreach@mail.kobe-c.ac.jp  http://www.kobe-c.ac.jp/musicdp/outreach/ 

編集後記 
後期も様々な活動が目白押しです。どうぞお楽しみに！（寺澤） 

今年の履修生は頑張り屋さん揃いです。後期の実習も精一杯サポートいたします！(森) 

 後期も様々な実習やコンサートが予定されています♪後期も引き続きがんばります！(増田) 

昔、子どもとして参加していた人が母親になって子連れで来たと知りました。15年の積み重ねを感じます。 （津上） 


